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異
文
化
体
験
か
ら
う
ま
れ
た
「
上
海
游
記
」 

  

テ
ク
ス
ト
環
境
論 

博
士
後
期
課
程
１
年 

Y
A
N
 

W
E
I
CH
E
N 

  

はは
じじ
めめ
にに  

明
治
時
代
か
ら
数
多
く
の
作
家
、
学
者
な
ど
日
本
人
知
識
人
階
層
が
中
国
に
訪
れ
、
ま
た
そ
の
体

験
を
紀
行
文
と
し
て
残
し
て
い
る
。
大
正
時
代
の
代
表
作
家
と
思
わ
れ
る
芥
川
龍
之
介
も
そ
の
一
人

で
あ
る
。
一
九
二
一
年
三
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
の
百
二
十
余
日
、
芥
川
龍
之
介
は
大
阪

毎
日
新
聞
社
の
視
察
員
と
し
て
中
国
東
部
、
中
部
の
都
市
を
遍
歴
し
た
。
帰
国
後
、
芥
川
は
「
上
海

游
記
」
（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
及
び
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
連
載 

一
九
二
一
年
八
月
十
七
日
～
九
月

十
二
日
）
を
は
じ
め
と
し
て
次
々
と
中
国
旅
の
紀
行
文
を
発
表
し
た
。
芥
川
の
中
国
旅
行
の
う
ち
、

上
陸
し
て
初
め
て
滞
在
し
た
の
は
上
海
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
三
週
間
ほ
ど
は
や
む
を
得
ず
入
院
し

て
い
た
と
は
い
え
、
初
上
陸
し
た
の
は
上
海
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
以
上
留
ま
っ
て
見
物
を
し

て
い
た
た
め
、
上
海
で
の
生
活
は
芥
川
の
中
国
体
験
の
原
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
年
三
月

三
十
一
日
付
の
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
「
支
那
印
象
記 

新
人
の
眼
に
映
じ
た
新
し
き
支
那 

近
日

の
紙
上
よ
り
掲
載
の
筈
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
芥
川
の
中
国
旅
の
紀
行
文
を
予
告
し
た
も

の
で
、
「
支
那
は
世
界
の
謎
と
し
て
最
も
興
味
の
深
い
国
で
あ
る
。
古
き
支
那
が
老
樹
の
如
く
横
は
つ

て
居
る
側
に
、
新
し
き
支
那
は
嫩
草
の
如
く
伸
び
ん
と
し
て
居
る
。
政
治
、
風
俗
、
思
想
、
有
ゆ
る

方
面
に
支
那
固
有
の
文
化
が
、
新
世
界
の
夫
と
相
交
錯
す
る
所
に
支
那
の
興
味
は
あ
る
」
と
述
べ
る

よ
う
に
、
当
時
中
国
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
「
支
那
固
有
の
文
化
」
と
「
新
世
界
」
の
文
化
が
「
相

交
錯
す
る
所
」
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
芥
川
の
最
初
の
旅
先
の
上
海
は
ま
さ
に
そ
れ
ら
が
「
相
交
錯

す
る
所
」
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
で
あ
っ
た
。
一
八
四
二
年
ア
ヘ
ン
戦
争
の
終
結
の
結
果
と
し
て
、
南

京
条
約
が
結
ば
れ
、
上
海
は
そ
の
条
約
に
よ
っ
て
開
港
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
租
界
（
後
に
ア

メ
リ
カ
租
界
と
合
併
し
て
共
同
租
界
と
な
る
）
や
フ
ラ
ン
ス
租
界
な
ど
の
租
界
が
形
成
さ
れ
、
日
本

も
租
界
の
中
に
居
留
地
を
築
き
上
げ
た
。
上
海
は
そ
う
い
う
歴
史
の
発
展
の
中
で
、
西
洋
・
日
本
・

支
那
各
の
政
治
や
文
化
な
ど
が
交
わ
る
都
市
に
な
っ
て
い
た
。
故
に
、
こ
の
国
際
都
市
に
お
い
て
、

芥
川
が
ど
う
い
う
立
場
で
こ
の
三
つ
の
主
体
の
異
文
化
体
験
を
し
た
の
か
は
興
味
深
い
議
題
と
な
っ

て
く
る
。 

先先
行行
研研
究究  

こ
こ
で
は
本
論
と
関
わ
る
先
行
論
を
取
り
上
げ
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

ま
ず
西
洋
に
対
す
る
芥
川
の
視
線
に
つ
い
て
の
先
行
論
に
は
、
趙
夢
雲
（
一
九
九
四
年
）1

・
施
小

 
1 

趙
夢
雲
「
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
上
海 

:
 

作
家
の
上
海
体
験
と
そ
の
文
学
」 

法
政
大
学
提
出
博
士

誰
が
来
る
も
の
か
」
と
い
っ
た
独
白
の
仕
方
な
ど
か
ら
、〈
今―

こ
こ
〉
で
芸
術
家
と
し
て
の
自
己
基
盤

を
失
っ
て
い
く
体
験
が
再
現
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
〈
ら
し
さ
〉
の
崩
壊
過
程
が
示
さ
れ
る
こ

と
で
、
今
度
は
先
人
の
よ
う
に
無
垢
な
芸
術
家
た
り
え
な
い
「
自
分
」
の
立
場
が
明
示
さ
れ
る
。
従
来

の
光
悦
寺
参
詣
時
と
異
な
り
、
欠
落
を
抱
え
た
芸
術
家
と
し
て
形
象
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

五五
．．
まま
とと
めめ  

「
京
都
日
記
」
の
「
光
悦
寺
」
に
て
、
理
想
を
失
っ
た
芸
術
家
と
し
て
「
自
分
」
が
象
ら
れ
る
こ
と
は
、

当
時
の
〈
芥
川
〉
像
を
再
考
す
る
上
で
重
要
と
な
る
。
従
来
の
作
品
評
価
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
作

家
芥
川
と
「
自
分
」
は
同
一
存
在
と
さ
れ
、
作
家
像
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
近
年
研
究
の
進
み
つ

つ
あ
る
芥
川
の
自
己
演
出
に
関
し
て
検
討
し
て
い
く
上
で
、「
光
悦
寺
」
は
示
唆
的
な
作
品
と
な
る
。 

一
方
、
今
回
の
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
舞
妓
」
も
〈
ら
し
さ
〉
の
問
題
へ
の
応
答
と
し
て
、
ま
た
「
竹
」

は
「
光
悦
寺
」
と
「
舞
妓
」
の
折
衝
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
「
京
都
日
記
」
を
改

め
て
再
評
価
で
き
る
。
ま
た
「
京
都
日
記
」
を
起
点
に
、
本
論
で
言
及
し
た
薄
田
泣
菫
や
蒲
原
有
明
、

笹
川
臨
風
以
外
に
も
、
同
時
期
に
京
都
を
扱
っ
た
他
の
実
作
者
の
紀
行
文
へ
論
の
射
程
を
広
げ
て
い
く

こ
と
で
、
大
正
期
の
京
都
に
お
け
る
〈
ら
し
さ
〉
の
言
説
空
間
を
更
に
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

 

注注  

(

１)
 

熊
谷
昭
宏
「
明
治
後
期
に
お
け
る
紀
行
文
の
「
進
歩
」
と
ジ
ャ
ン
ル
の
自
立
性
」（
同
志
社
大
学
博
士
学

位
論
文
、
二
〇
一
四
・
九
）
、
七
頁 

(

２)
 

秦
剛
「『
支
那
游
記
』
に
お
け
る
〈
私
〉
」（
『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
第
二
号
、
国
際
芥
川
龍
之
介
学
会
、
二
〇

〇
八
・
八
）
、
一
九
頁 

(

３)
 

篠
崎
美
生
子
「
第
六
章 

「
上
海
游
記
」
を
め
ぐ
る
時
間
と
空
間
」（
『
弱
い
「
内
面
」
の
陥
穽
』、
翰
林
書

房
、
二
〇
一
七
・
五
）
、
三
三
二
頁 

(

４)
 

初
出
は
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
一
九
一
八
・
七
・
二
二
、
二
九
）
、
そ
の
後
『
点
心
』（
金

星
堂
、
一
九
二
二
・
五
）
に
収
録
さ
れ
る
。 

(

５)
 

石
割
透
「
京
都
・
東
京―

そ
の
文
化
交
流
の
側
面
」（
『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
八
号
、
駒
沢
短
期

大
学
、
二
〇
〇
〇
・
三
）
、
二
〇
頁 

(

６)
 

須
田
千
里
「
京
都
」（
関
口
安
義
編
『
芥
川
龍
之
介
新
辞
典
』
、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
三
・
一
二
）
、
一
五
七
頁 

(

７)
 

庄
司
達
也
「
京
都
日
記
」（
関
口
安
義
、
庄
司
達
也
編
『
芥
川
龍
之
介
全
作
品
事
典
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
・

六
）
、
一
四
〇-

一
四
一
頁 

(

８)
 

福
富
正
水
著
、
乙
葉
宗
兵
衛
編
『
京
都
名
所
順
覧
記
：
改
正
各
区
色
分
町
名
』（
村
上
勘
兵
衛
、
一
八
七

七
・
一
〇
）
、
三
一
頁
裏 

(

９)
 

玉
蟲
敏
子
「
序
章 

〈
総
合
芸
術
家
・
光
悦
〉
の
成
り
立
ち
」（
玉
蟲
敏
子
、
内
田
篤
呉
、
赤
沼
多
佳
『
も

っ
と
知
り
た
い
本
阿
弥
光
悦 

生
涯
と
作
品
』、
東
京
美
術
、
二
〇
一
五
・
九
）
、
五
頁 

(

10)
 

薄
田
泣
菫
「
光
悦
寺
」（
『
泣
菫
小
品
』、
隆
文
館
、
一
九
〇
九
・
五
）
、
一
二
六
、
一
二
八
頁 

(

11)
 

蒲
原
有
明
「
京
都
」（
高
安
月
郊
、
与
謝
野
晶
子
ほ
か
『
畿
内
見
物 

京
都
の
巻
』、
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
一
一
・

三
）
、
九
八
、
一
〇
〇
頁 

(
12)

 

小
田
栄
一
ほ
か
編
『
光
悦
会
の
歩
み
』（
光
悦
会
、
一
九
八
一
・
四
）
、
五
一-

五
六
頁 

(
13)

 

齋
藤
康
彦
「
第
三
章 

大
寄
せ
茶
会
と
社
会
文
化
事
業
」（『
近
代
数
寄
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』、
思
文
閣
出

版
、
二
〇
一
二
・
一
）
、
七
八
頁 

(

14)
 

笹
川
臨
風
「
妙
願
寺
と
鷹
ヶ
峯
」（
『
自
然
美
と
芸
術
美
』、
正
午
出
版
社
、
一
九
一
七
・
一
一
）
、
四
四
頁 

53



煒
（
一
九
九
六
年
）2

の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
趙
夢
雲
氏
は
芥
川
が
「
上
海
に
お
け
る
『
西
洋
』
の

問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
場
違
い
、

異マ
マ
和
感
と
悪
俗
ぶ
り
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
上
海
の
偽
り
西

洋
の
仮
面
を
看
破
し
、
自
身
の
志
向
を
明
ら
か
に
し
た
」
と
指
摘
し
、
ま
た
失
望
に
よ
っ
て
芥
川
は

ま
た
こ
の
西
洋
た
る
上
海
を
罵
倒
し
た
と
い
う
。
施
小
煒
氏
は
芥
川
が
「
二
つ
の
西
洋―

―

『
本
場

の
西
洋
』
と
『
場
違
ひ
』
の
西
洋―

―

」
を
意
識
し
て
い
た
と
し
、
「
し
か
し
な
が
ら
よ
か
れ
あ
し
か

れ
西
洋
を
自
分
の
目
で
見
る
の
は
面
白
い―

―

よ
り
平
明
な
表
現
で
言
い
換
え
る
と
つ
ま
り
西
洋
の

俗
悪
で
下
品
な
る
一
面
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と
が
有
意
義
だ
」
と
指
摘
す
る
が
、
施
小
煒
氏
は
ま

た
俗
悪
で
下
品
な
る
西
洋
を
「
場
違
ひ
」
だ
と
見
る
こ
と
を
納
得
せ
ず
、
「
こ
れ
も
考
え
れ
ば
本
場
の

産
に
は
変
わ
り
が
な
く
、
い
わ
ゆ
る
淮
南
の
橘
が
淮
北
に
移
れ
ば
枳
と
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
生
物

学
上
に
起
こ
る
突
然
変
異
の
ご
と
く
、
中
国
に
移
れ
ば
、
西
洋
そ
の
も
の
自
体
が
地
理
的
要
素
で
た

ち
ま
ち
変
質
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
よ
う
な
解
釈
は
、
や
は
り
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
る
」
と
主

張
す
る
。 

ま
た
、
日
本
に
対
す
る
芥
川
の
視
線
に
つ
い
て
は
宮
﨑
由
子
（
二
〇
一
一
年
）3

・
宋
武
全
（
二
〇

一
五
年
）4

の
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
宮
﨑
由
子
氏
は
「
上
海
游
記
」
に
言
及
さ
れ
た
上
海
在
住
日
本
人

を
「
会
社
派
」
と
「
土
着
派
」
に
分
け
、「
誰
に
で
も
祖
国
へ
の
強
い
愛
着
が
生
れ
る
素
地
が
あ
る
の

だ
と
芥
川
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
宋
武
全
氏
も
同
じ
く
「
上
海
游
記
」
に
言
及
さ
れ

た
上
海
在
住
日
本
人
か
ら
読
み
取
れ
る
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
指
摘
し
、
作
中
の

「
私
」
も
そ
れ
に
影
響
さ
れ
、
「
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
『
私
』
の
、
中
国

をマ
マ 

進
出
し
た
日
本
へ
の
求
心
力
が
働
く
こ
と
が
確
認
で
き
る
」
と
い
う
。 

そ
し
て
、
中
国
に
対
す
る
視
線
で
は
、
紅
野
敏
郎
（
一
九
七
五
年
）5

の
、
「
動
き
つ
つ
あ
る
中

国
、
苦
悩
す
る
中
国
、
つ
ま
り
現
実
の
中
国
へ
の
熱
い
関
心
、
も
し
く
は
猛
烈
好
奇
心
に
つ
き
動
か

さ
れ
て
の
執
筆
と
い
う
よ
り
は
、
中
国
の
風
物
、
雰
囲
気
、
名
所
旧
蹟
へ
の
興
味
が
よ
り
強
く
働
い

て
の
執
筆
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
国
旅
行
が
い
わ
ゆ
る
大
正
八
年
の
五
・
四
運
動
の
あ
と
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
否
定
的
な
指
摘
が
存
在
し
て
い
る
。
一
方
で
、
周
芷

冰
（
二
〇
一
六
年
）6

の
よ
う
に
、
「
『
私
』
は
古
典
小
説
に
あ
る
よ
う
な
上
海
や
『
悪
の
都
会
』
、
『
下

 

論
文 

一
九
九
四
年
三
月 

2 

施
小
煒
「
休
言
竟
是
人
家
国―

芥
川
龍
之
介 

上
海
に
於
け
る
西
洋
と
の
邂
逅
」（
『
文
芸
と
批
評
』
第

八
巻
第
三
号 

一
九
九
六
年
五
月
） 

3 

宮
﨑
由
子
「
芥
川
龍
之
介
『
上
海
游
記
』『
Ｘ
の
矛
盾
』: 

上
海
在
住
の
日
本
人
」（
『
国
文
研
究
』
第
五

十
六
号 

二
〇
一
一
年
六
月
） 

4 

宋
武
全
「
在
中
日
本
人
と
芥
川
龍
之
介
の
上
海
訪
問
」
（
『
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』

巻
三
九 

二
〇
一
五
年
三
月
） 

5 

紅
野
敏
郎
「
芥
川
龍
之
介
『
支
那
游
記
』
と
『
湖
南
の
扇
』」
（
村
松
定
孝
・
紅
野
敏
郎
・
吉
田
熈
生
編

『
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
中
国
像
』 

有
斐
閣 

一
九
七
五
年
十
月
） 

6 

周
芷
冰
「
芥
川
龍
之
介
『
上
海
游
記
』
論
：
『
私
』
が
見
た
『
新
し
い
』
上
海
」
（
『
人
文
論
究
』
巻
六
十

六
第
一
号 

二
〇
一
六
年
五
月
） 
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品
な
西
洋
』
と
し
て
の
上
海
の
み
で
は
な
く
、
革
命
の
胎
動
を
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
、
動
き
つ
つ
あ

る
上
海
を
も
発
見
で
き
て
い
る
。
芥
川
が
見
出
そ
う
と
す
る
『
新
し
い
上
海
』
が
ま
さ
に
こ
こ
に
顕

在
化
し
て
い
る
」
と
、
芥
川
が
中
国
を
肯
定
す
る
側
に
あ
る
指
摘
も
存
在
し
て
い
る
。 

「「
場場
違違
ひひ
」」
のの
西西
洋洋 

ま
ず
、
芥
川
の
異
文
化
体
験
に
お
け
る
西
洋
へ
の
視
線
に
つ
い
て
、
論
者
は
芥
川
の
心
情
が
「
愉

快
」
か
ら
「
場
違
ひ
」
へ
と
転
換
し
た
と
考
え
る
。
「
二
～
四 

第
一
瞥
」
に
散
々
出
て
く
る
「
愉

快
」
と
い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
最
初
の
こ
ろ
租
界
で
体
験
し
た
西
洋
事
情
は
芥
川
に
と
っ

て
よ
い
体
験
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
最
終
的
に
芥
川
は
「
十
二 

西
洋
」
の
章
で
「
や

は
り
場
違
ひ
の
や
う
な
気
が
す
る
の
だ
」
と
い
う
評
価
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
「
場
違
ひ
」
の
真
意

は
「
十
二 

西
洋
」
で
の
墓
を
め
ぐ
る
問
答
を
通
じ
て
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
「
し
か
し
僕
は
ど
ち

ら
か
と
云
へ
ば
、
大
理
石
の
十
字
架
の
下
よ
り
、
土
饅
頭
の
下
に
横
に
な
つ
て
ゐ
た
い
。
」
と
い
う
記

述
が
あ
る
。「
大
理
石
の
十
字
架
」
「
土
饅
頭
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
前
者
は
西
洋
、
後
者
は
支
那

を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
海
旅
に
つ
い
て
書
い
た
書
簡
に
「
支
那
ノ
風
景
ハ
全
然
西
洋
輸
入
ノ
文

明
ト
調
和
シ
ナ
イ
」
と
い
う
言
葉
も
残
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
論
者
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た

い
。
「
場
違
ひ
」
と
は
あ
る
民
族
の
住
す
る
場
で
他
民
族
の
文
化
や
建
物
な
ど
文
明
を
示
す
も
の
を
建

て
よ
う
と
す
る
こ
と
に
た
い
し
て
芥
川
が
覚
え
た
違
和
感
を
示
し
て
い
る
。 

「「
鯉鯉
幟幟
」」
とと
日日
本本  

そ
し
て
、
日
本
へ
の
視
線
に
つ
い
て
、
論
者
は
芥
川
の
ま
な
ざ
し
に
は
両
面
性
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
上
海
に
お
い
て
、
日
本
は
西
洋
と
同
じ
く
外
来
者
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
芥
川
が

「
上
海
游
記
」
全
篇
で
見
物
し
た
日
本
事
情
に
対
し
て
は
「
場
違
ひ
」
の
評
価
、
或
い
は
そ
の
性
質

を
批
判
す
る
言
葉
が
で
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
こ
の
両
面
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
「
十
九 

日
本
人
」
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
上
海
で
の
日
本
人
社
会
の
中
に
芥
川

が
接
し
た
人
々
は
国
家
の
動
き
と
緊
密
な
関
係
性
を
持
っ
て
い
る
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
後
に
想

像
し
た
「
Ｘ
」
の
話
で
は
、「
我
我
は
か
う
云
ふ
点
に
な
る
と
、
大
抵
Ｘ
の
仲
間
な
の
で
あ
る
」
と
芥

川
が
述
べ
る
、
つ
ま
り
、
上
海
の
日
本
人
社
会
と
接
す
る
内
に
民
族
国
家
に
対
す
る
意
識
が
深
め
ら

れ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
西
洋
へ
の
認
識
と
帰
国
後
の
作
品
「
桃
太
郎
」
の
き
っ
か
け
と
も
言
え
る

章
炳
麟
と
の
桃
太
郎
伝
説
を
め
ぐ
る
議
論
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
芥
川
が
当
時
上
位
国
で
あ
る
西
洋

各
国
と
日
本
が
自
ら
の
文
化
を
こ
の
租
界
に
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
欲
望
を
意
識
は
し
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
芥
川
の
日
本
へ
の
視
線
に
は
両
面
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
で
、
自
身
の
日
本
人
と

し
て
の
身
分
が
在
中
日
本
人
社
会
と
の
接
触
に
よ
っ
て
実
感
さ
れ
、
も
う
一
方
で
、
先
に
挙
げ
た

「
桃
太
郎
」（
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
，
一
九
二
四
年
七
月
）
の
例
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
芥
川
は
日
本
に

よ
る
大
陸
進
出
の
欲
望
も
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
二
つ
の
意
識
の
間
に
あ
っ
て
、
「
上
海

游
記
」
全
篇
の
中
で
、
最
終
的
に
は
見
物
し
た
日
本
の
こ
と
に
「
場
違
ひ
」
と
言
い
出
せ
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
る
。 

「「
古古
きき
」」
支支
那那
とと
「「
新新
しし
きき
」」
支支
那那  

三
つ
目
の
支
那
へ
の
視
線
に
つ
い
て
は
、
従
来
論
に
お
い
て
芥
川
が
中
国
の
未
来
を
信
じ
る
立
場

煒
（
一
九
九
六
年
）2

の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
趙
夢
雲
氏
は
芥
川
が
「
上
海
に
お
け
る
『
西
洋
』
の

問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
場
違
い
、

異マ
マ
和
感
と
悪
俗
ぶ
り
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
上
海
の
偽
り
西

洋
の
仮
面
を
看
破
し
、
自
身
の
志
向
を
明
ら
か
に
し
た
」
と
指
摘
し
、
ま
た
失
望
に
よ
っ
て
芥
川
は

ま
た
こ
の
西
洋
た
る
上
海
を
罵
倒
し
た
と
い
う
。
施
小
煒
氏
は
芥
川
が
「
二
つ
の
西
洋―

―

『
本
場

の
西
洋
』
と
『
場
違
ひ
』
の
西
洋―

―

」
を
意
識
し
て
い
た
と
し
、
「
し
か
し
な
が
ら
よ
か
れ
あ
し
か

れ
西
洋
を
自
分
の
目
で
見
る
の
は
面
白
い―

―

よ
り
平
明
な
表
現
で
言
い
換
え
る
と
つ
ま
り
西
洋
の

俗
悪
で
下
品
な
る
一
面
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と
が
有
意
義
だ
」
と
指
摘
す
る
が
、
施
小
煒
氏
は
ま

た
俗
悪
で
下
品
な
る
西
洋
を
「
場
違
ひ
」
だ
と
見
る
こ
と
を
納
得
せ
ず
、
「
こ
れ
も
考
え
れ
ば
本
場
の

産
に
は
変
わ
り
が
な
く
、
い
わ
ゆ
る
淮
南
の
橘
が
淮
北
に
移
れ
ば
枳
と
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
生
物

学
上
に
起
こ
る
突
然
変
異
の
ご
と
く
、
中
国
に
移
れ
ば
、
西
洋
そ
の
も
の
自
体
が
地
理
的
要
素
で
た

ち
ま
ち
変
質
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
よ
う
な
解
釈
は
、
や
は
り
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
る
」
と
主

張
す
る
。 

ま
た
、
日
本
に
対
す
る
芥
川
の
視
線
に
つ
い
て
は
宮
﨑
由
子
（
二
〇
一
一
年
）3

・
宋
武
全
（
二
〇

一
五
年
）4

の
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
宮
﨑
由
子
氏
は
「
上
海
游
記
」
に
言
及
さ
れ
た
上
海
在
住
日
本
人

を
「
会
社
派
」
と
「
土
着
派
」
に
分
け
、「
誰
に
で
も
祖
国
へ
の
強
い
愛
着
が
生
れ
る
素
地
が
あ
る
の

だ
と
芥
川
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
宋
武
全
氏
も
同
じ
く
「
上
海
游
記
」
に
言
及
さ
れ

た
上
海
在
住
日
本
人
か
ら
読
み
取
れ
る
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
指
摘
し
、
作
中
の

「
私
」
も
そ
れ
に
影
響
さ
れ
、
「
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
『
私
』
の
、
中
国

をマ
マ 

進
出
し
た
日
本
へ
の
求
心
力
が
働
く
こ
と
が
確
認
で
き
る
」
と
い
う
。 

そ
し
て
、
中
国
に
対
す
る
視
線
で
は
、
紅
野
敏
郎
（
一
九
七
五
年
）5

の
、
「
動
き
つ
つ
あ
る
中

国
、
苦
悩
す
る
中
国
、
つ
ま
り
現
実
の
中
国
へ
の
熱
い
関
心
、
も
し
く
は
猛
烈
好
奇
心
に
つ
き
動
か

さ
れ
て
の
執
筆
と
い
う
よ
り
は
、
中
国
の
風
物
、
雰
囲
気
、
名
所
旧
蹟
へ
の
興
味
が
よ
り
強
く
働
い

て
の
執
筆
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
国
旅
行
が
い
わ
ゆ
る
大
正
八
年
の
五
・
四
運
動
の
あ
と
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
否
定
的
な
指
摘
が
存
在
し
て
い
る
。
一
方
で
、
周
芷

冰
（
二
〇
一
六
年
）6

の
よ
う
に
、
「
『
私
』
は
古
典
小
説
に
あ
る
よ
う
な
上
海
や
『
悪
の
都
会
』
、
『
下
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Ｘ
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介
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那
游
記
』
と
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湖
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』」
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定
孝
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敏
郎
・
吉
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熈
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編
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代
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文
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に
お
け
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像
』 
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閣 

一
九
七
五
年
十
月
） 
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冰
「
芥
川
龍
之
介
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：
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に
立
つ
と
す
る
も
の
と
、
た
だ
上
位
国
の
国
民
と
し
て
中
国
を
見
下
し
て
い
る
と
す
る
も
の
、
大
き

く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
論
者
と
し
て
は
、
芥
川
が
当
時
の
中
国
を
傍
観
し
て
い
る
姿
勢
を
取
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
三
人
の
政
治
家
の
訪
問
記
事
に
お
い
て
芥
川
は
確
か
に
当
時
の
中
国
の
政
治
状

況
を
あ
る
程
度
紹
介
し
て
い
る
が
、
芥
川
自
身
は
支
那
の
政
治
に
そ
こ
ま
で
興
味
を
示
さ
な
か
っ

た
。
「
十
四 

罪
悪
」
に
お
い
て
も
同
じ
く
自
身
が
い
わ
ゆ
る
「Journalist

的
才
能
」
を
発
揮
し
よ

う
と
し
、
支
那
（
上
海
）
の
社
会
状
況
を
記
述
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実

際
の
と
こ
ろ
芥
川
は
、
当
時
の
上
海
に
お
け
る
犯
罪
問
題
の
裏
ま
で
は
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
「
二
十 

徐
家
滙
」
で
は
、
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
歴
史
を
取
り
上
げ
て
新
旧
「
支
那
」
の

変
化
を
述
べ
、
西
洋
・
日
本
の
提
示
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
以
上
三
つ
の
部
分
の
論

述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
芥
川
は
た
だ
当
時
の
上
海
を
傍
観
し
て
い
る
だ
け
で
、
自
身
が
体
験
し
た

支
那
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
て
い
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
先
行
論
が
い
う
支
那
の
味
方
側
に
立
つ
、
或

い
は
た
だ
支
那
を
見
下
し
て
い
る
、
い
ず
れ
も
そ
こ
ま
で
極
端
の
態
度
を
取
っ
て
は
い
な
い
と
考
え

る
。 

終終
わわ
りり
にに  

本
論
で
は
ま
ず
芥
川
が
上
海
と
い
う
国
際
都
市
に
お
け
る
旅
を
通
じ
て
、
そ
の
体
験
か
ら
得
ら
れ

た
西
洋
、
日
本
、
支
那
へ
の
認
識
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
論
じ
た
。
西
洋
に
対
し
て
は
「
愉

快
」
か
ら
「
場
違
ひ
」
へ
、
そ
し
て
日
本
人
属
性
へ
の
目
覚
ま
し
、
最
後
は
支
那
へ
の
冷
静
な
傍
観

者
姿
勢
を
得
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
異
文
化
体
験
に
溢
れ
た
上
海
旅
は
芥
川
に
と
っ
て
、
異

な
る
文
化
・
文
明
の
間
の
境
界
線
が
よ
り
見
え
て
く
る
と
い
う
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
影
響
は
ま
た
長
く
、
上
海
旅
を
含
む
中
国
旅
が
終
了
し
た
後
、
芥
川
は
「
支
那
旅
行
を
境

に
し
て
芥
川
の
小
説
の
作
風
（
と
題
材
）
が
変
つ
た7

」
と
宇
野
浩
二
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
金
将

軍8

」
「
桃
太
郎9

」
な
ど
の
い
く
つ
か
の
反
戦
を
題
材
に
し
た
と
言
わ
れ
る
作
品
を
出
し
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
中
国
旅
を
通
じ
て
芥
川
の
社
会
意
識
が
深
化
し
た
の
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

 
7 

宇
野
浩
二
『
芥
川
龍
之
介
』
普
及
版
（
文
藝
春
秋
新
社 

一
九
五
三
年
十
月
） 

8 

初
出
：
「
新
小
説
」 

春
陽
堂
書
店 

一
九
二
四
年
二
月 

9 

初
出
：
「
サ
ン
デ
ー
毎
日 

夏
期
特
別
号
」 

毎
日
新
聞
社 

一
九
二
四
年
七
月
一
日 
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